
         

         

         

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

「うさぎとかめ」の続き話に学ぶ 
～「全校朝会（校長講話）」７/７（火）～ 

 

一昨日の全校朝会の様子をお伝えします。 

梅雨特有の天気が続くこの頃ですが、さわや

かに一日がスタートしました。プロジェクトチ

ーム委員の５年會田希望さんの元気なあいさつ

が、体育館いっぱいに広がりました。本当に気

持ちのよいあいさつです。 

児童会目標の「人のことを自分のこととして

考える」からこそ、さわやかなあいさつができるのですね。廊下ですれ違っても、

「おはようございます。」とか「こんにちは。」また、笑顔でかるく頭を下げて会釈
え し ゃ く

を

したり、とてもすがすがしくなります。お客様も、きっとさわやかな気持ちになり

ます。これからも、「心の豊かな子ども」を目指して頑張ってゆきましょう。 

 

おはようございます。 

今日は、「うさぎとかめ」のお話です。皆さんは、「うさ

ぎとかめ」の昔話は知っていますね。 

（知ってまーす。大きなうなずきとつぶやき声が･･･） 

そうですね。うさぎさんとかめさんが競争をして、かめ

さんが勝つお話ですね。 

このお話で、皆さんはどんなことを考えましたか。 

（こつこつがんばること。気をぬかないこと。油断しな

いこと･･･） 

そうですね。いろんなことを学ぶことができますね。 

では、このお話に「続き話」があることを知っていましたか。 

（えーっ） 

「続き話」があるなんて、校長先生もびっくりしました。これからを生きるヒントになるの

ではないかと思い、皆さんにお話ししたくなりましたが、どうですか。 

 

では、「続き話」をしてみます。 

 

負けてくやしくなったうさぎさんは、かめさんにもう１回競争しようと持ちかけました。か

めさんは、承諾します。当然、足の速いうさぎさんが勝ってしまいます。気持ちをよくしたう
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さぎさんは、「１対１だから、勝負はついていない。３回戦をやろう。」と持ちかけてきました。

かめさんは、「負けてしまうなあ」と心配になって、母さんがめに相談します。すると、母さん

がめは、「あなたは何者？、よく考えてごらん。」と言いました。「ぼくは母さんがめから生まれ

た子がめ･･･。」「ん～･･･。」しばらく考えて、かめさんは、はっとします。「そうか！」と言っ

て、次の日、うさぎさんを訪ねます。そして、３回戦を承諾しますが、ゴールをぼくに決めさ

せてほしいと提案します。うさぎさんは、勝てる自信が満々ですから、「ああ、いいよ。君の好

きなところで、どうぞどうぞ。」と言いました。 

かめさんは、１回目、２回目よりも遠い遠い、山をいくつも越えた岬
みさき

の突端
と っ た ん

を指さしました。

道が長ければ、また、うさぎさんが昼寝でもするのではと思ったのでしょうか。 

「よーい、ドン。」 

うさぎさんは、元気よく飛び出し、一目散にピョンピョン走り出しました。かめさんは相変

わらず、一歩ずつです。うさぎさんは、３日３晩寝ないで全速力で走り抜けました。結果はど

うでしょう。うさぎさんが岬の突端に到着すると、なんと、かめさんがいるではありませんか。

目を疑ううさぎさんを見つめるかめさん。かめさんは、濡
ぬ

れています。 

そうです。 

かめさんは、海を泳いで岬の突端に到着していたのです。うさぎさんは、あっけにとられて

います。今にも泣きそうです。かめさんの勝ちです。でも、かめさんは、何となく、うさぎさ

んをだましたようで、しっくりきません。このあと、かめさんは、うさぎさんにこう言うんで

すね。 

「うさぎさん、これからは、陸の場合は、うさぎさんの背中にぼくを乗せてください。海の時

には、ぼくの甲羅
こ う ら

に前足をかけて一緒に泳いで渡りましょう。その方が、より遠くへ一緒に行

くことができます。」 

 

皆さんは、このかめさんの言葉をどう受け止めますか。 

 

校長先生は、これからを生きる私たちのヒントになるのではないかと思っています。一人一

人が競い合う、争い合うのではなく、それぞれの良さを、それぞれの持ち味を生かして、違い

を認め合って、足りないところを支え合って、協力し合って物事を解決したり、困難に立ち向

かってゆきたいと思うのです。これからの時代は、そういう時代ではないかと思うのです。 

皆さんは、どう思いますか。 

 

今日は、「うさぎとかめの続き話に学ぶ」と言うテーマでお話をしました。各学級でも話題に

してみてくださいね。では、お話を終わります。 
 
   

「うさぎとかめ」のお話は、保護者皆さんもご存じのイソップ物語の寓話ですが、

この「続き話」はご存じだったでしょうか。 

私は、数年前に聞いて、これからの時代

を生きてゆく（未来を背負ってゆく）子ど

もたちには、是非、聞かせたいと思ってお

りました。教職員には、前日の職員会議で

話題にしたところです。２０４名の子ども

たちは、何をどう感じてくれたでしょうか。  

今後、感想や考え、意見が届きましたら、

紹介してみたいと思います。  


